
キャラクター名 プレイヤー名 スキル名 SL コスト タイミング 射程 対象 判定 制限 メモ

効果：

シンドローム ワークス カヴァー
効果：

年齢 性別オプショナル

覚醒 衝動 初期侵食率 % 効果：

出自 経験 邂逅 効果：

基本値 ワークス ボーナス 成長 他修正 能力値 HP
効果：

肉体 行動値
感覚

効果：
精神 戦闘移動
社会 全力移動

効果：

肉体 感覚 精神 社会
技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 効果：

白兵 射撃 ＲＣ 交渉
回避 知覚 意志 調達 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

効果：
武器・コンボ 能力 命中値 攻撃力 射程 メモ

効果：

効果：

防具 価格 装甲 回避 行動 メモ 効果：

合計装甲： 合計回避：
所持品

ロイス
対象 タイ 消費タス

P N

P N

P N

P N

P N

P N

P N

(非装備時)

G値

感情(pos) 感情(neg)

最大財産P: 残り財産P：

雨ノ宮　雛斗

ノイマン
オルクス

UGNエージェントB

22

生誕

権力者の血統

妄想

セレブ

雨ノ宮家第51代目次期当主

男

38

日本支部長からの要請

0
1
4
3

0
1
0
0

1
1
0
0

1
3
4
3

26
14
14
19
38

1 1
1 1

UGN 1

　　 0

0 0

起源種
霧谷雄吾
メイド

UGNから逃げ出した研究員
深渡 紫

尊敬
信頼
庇護
尊敬

不安
不安

猜疑心
不安

8

ワーディング

リザレクト

灰色の脳細胞

未知なる陣形

戦術

アドヴァイス

弱点看破

導きの華

光り射す場所

要の陣形

妖精の手

勝利の女神

ドクタードリトル

真相告白

★

0

1

1

5

5

3

5

1

3

3

5

★

★

-

1d10

-

-

5

4

3

4

2

3

4

4

-

1

オート

気絶時

常時

常時

セットアップ

メジャー

メジャー

メジャー

メジャー

メジャー

オート

オート

常時

メジャー

視界

-

至近

至近

視界

視界

視界

視界

視界

-

視界

視界

至近

至近

シーン

自身

自身

自身

シーン（選択）

単体

単体

単体

単体

3体

単体

単体

自身

単体

自動

自動

自動

自動

自動

交渉

交渉

RC／交渉

RC／交渉

シンドローム

自動

自動

自動

自動

-

↓100

-

リミット

-

-

-

-

リミット

-

-

100↑

-

-

非オーヴァードのエキストラ化

コスト分のHPで復活

行動値に+精神　基本侵蝕率+2

前提：要の陣形　対象を5体に変更　基本侵蝕率+5

メジャーダイス+Lv　自身対象不可

次のメジャーダイス+Lv　C値-1（下限6）

ラウンド中　攻撃力+(Lv*3)

次のメジャー達成値+(Lv*2)　購入判定には使用不可

前提：導きの華　組み合わせで達成値+5　購入判定には使用不可

対象変更　シナリオ／Lv回

ダイス1つを10に　判定／1回　シナリオ／Lv回

判定後に達成値+(Lv*3)　ラウンド／1回

あらゆる言語を使用でき動物でさえ意思疎通が可能に　必要なら交渉

質問に嘘偽りなく答えさせる　必要なら交渉　また、回答を拒否しても良い　シナリオ／1回

あめのみや　ひなと

雨ノ宮家第51代目次期当主。
性格は傲慢ではなく、優しく謙虚すぎる。その為当主に向いてないのではと言われていたが、オーヴァードの才能で周りに認められた。
口癖は「どんな石でも磨けばいいものが出来上がると思うんだ。」

雨ノ宮家自体は現在銀行経営を主としているが、昔は質屋を主に、酒屋、味噌屋などをやっていた。
これらは現代でも勿論作られている。
しかし彼はその財力を仕事に直接使うことはない。しかし、衣装に好みが出ている。

本人曰く「こういう現実だと中々着ないコスプレみたいな格好でもいいと思わない？」とのこと
また、コードネームは、本来「○の魔術師」と付けようと思ったが、能力上魔術師ではないのでは？と思いやめたとのこと
なので、本当は「虎目石の魔術師」とつけたかったようだ。

PC3、4：ロイス：UGNから逃げ出した研究員　任意/任意　任意/UGNエージェント支部長＆補佐
君達は、作戦会議室に事前に呼び出されていた。
今回の任務に当たり捕獲もしくは殺害の命令が下っているものがあるからだ。
研究員の上司に当たる人間から事前説明がされるのであった
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